
こんにちは。メディセレのしゃっちょう、児島惠美子です。
先日、産経新聞社主催のイベントで「薬との付き合い方」と題し、

講演をさせていただきました。定員の倍近い応募があり、薬への興
味の高さがうかがえました。メイン講演は『極道の妻たち』の作家
で尼僧の家田荘子さんでした。

荘子さんは女優になりたくてテレビ局に日参し、やっと仕事がも
らえた。しかし当時、ドラマは3カ月拘束されても10万円しかもら
えなかった。風俗ライターは週に2万円もらえるので、食べるため
にやった。2年間原稿を出し続けたが、ボツばかりで、もうやめよう
と思ったときに編集長に呼ばれた。クビかな？ やめるって言おうか
なと思ったら、連載を書かせてやると言われて驚いた。「なぜです
か？」と聞くと、一度も原稿を飛ばさなかったからと言われ、石の上
にも3年よりも1年早くチャンスが来た！

そこから注目され、『極道の妻たち』も書き、その映画で女優とし
て登場したが、尊敬していた監督に「才能ないね」と言われて、やっ
と女優をあきらめたと（笑）。風俗ライターをしていたときにドラッ
グにハマる人たちをたくさん見てきた。だから、ドラッグ防止活動も
しているのですよ——ということで話が盛り上がりました。

荘子さんは予想以上に小柄な方で、どこにそんな情熱が潜んでい
るのかと驚きました。あきらめない心と情熱は大切です！
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